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高麗の囲碁旅行 

碁楽連理事  刀根 正樹 

「高麗川に 落す涙や 美女の花」 

山里は、梅が満開である。うぐいすが鳴く。私は橋の上にたたずみ、高麗川の清流を

眺めていた。おびただしい数の花が流れている。彼女らは歌い、舞い、去って行く。「古

代朝鮮の美女が、舞っている」と私はつぶやいた。 

百済は、新羅と唐の連合軍に破れた。義慈王が捕虜となり、船でつれ去られるのを悲

しみ、三千人の官女が岸辺を走り、落花石の断崖から白馬江へ、花が散るように身を投

げて行った。時空を越え、彼女らの霊は、白い花片となって高麗川に舞う。 

近くの高麗神社に参拝した帰路であった。高句麗もまた新羅に亡ぼされたが、その亡

命者がこの地に帰化し、領地を与えられた。高麗王若光を祭り、霊現あらたかといわれ

る。私は碁が強くなることを願った。神社の奉納者の中に、太宰治の名があった。幽霊

のように薄くかすれた墨の跡だった。何年か前、彼もこの橋に立ち、高麗川の流れを見

たであろう。そして玉川上水に美女と入水した。ここから少し川上に、巾着田というお

花畑があり、春はレンゲ、秋には彼岸花と呼ばれる曼珠沙華が、日本一の規模で咲き乱

れ、人々の霊をなぐさめる。 

「高句麗の 歴史語るか 彼岸花」 

 

 私は、高麗川を逆登って見たいと思った。美女の霊に誘われる気がした。歩くのがお

っくうで、電車を利用しようと思った。八高線の高麗川駅から東飯能に行き、西部秩父
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線に乗った。バッグから、李昌鎬（イーチャンホ）の本を取り出した 

「刀根さんは忙しくせわしい人ですね。碁では、もっとゆっくり、ゆったり。枝葉末節

にこだわらず、本手を打って下さい」と李昌鎬が語りかけてきた。全羅北道全州の出身

である。百済の末えいであろうか。世界チャンピオンに何度も輝いている。 

「私の碁は、攻めより守りに特質があります。それは碁を覚えた頃から変わらず、私の

碁の本質です。守るべき所は、しっかり本手を打って守る。それを理解して下さい。あ

なたは、私の本を幾冊も読んでいただきましたが、守りを放置して、死に急ぐところが

あります。太宰治とよく似ていますね。」 

 電車は高麗川にそって、高度を上げて行く。早春の山肌が行く手に迫ってくる。眼下

には高麗川の急流が岩を噛み、うねうね蛇行する。各所に梅が咲き、遠くの街道を、無

数の車が懸命に走っている。女子高生が二人、乗車してきた。高麗系の顔立ちをしてい

る。目が切れ長で鼻が高い。姿勢がすらりとしていた。 

 

「本手、本手」とつぶやきながら、私は頁をめくり、また景色を眺めた。「君には、難し

過ぎる本だよ」と友人が笑った。こうして読み続けていると、確かに内容の難しい本で

あった。どれが本手か、なかなか判らなかった。しかしやがて、体の中を突き抜ける感

動と爽快感があり、幸福を覚えるようになった。 

「モーツアルトの音楽と、同じ調べだ。モーツアルトの旋律を、碁に生かしている。」と

私は叫び、心から喜んだ。 

 突然行く手の崖に、沢山の墓が並んでいた。碁盤に並んだ石のようであった。高麗の

人々の墓地なのか。 

 電車が進むにつれ、あちこちに寺や墓地が現れた。川の中に浮かぶ大岩の上に、白い

石仏がいて、私を見詰めていた。芦ケ久保という駅では、丘の上に立つ、巨大な青い仏

像が、鋭い目で、私をにらんでいた。人々の霊を守っていた。 

秩父駅に近づいたとき、左手の西空に、巨大な武甲山がそそり立った。大仏によく似

ていた。行けども行けども西の空を占領していた。李昌鎬のようなスケールの大きな山

だ、と思った。 

「武甲山 両肩怒らせ 親父づら」 

 秩父駅前の仲見世で、田舎風の娘が、人肌に温めた日本酒をすすめた。娘はにこにこ

笑った。 

「君の胸に抱いていたのかね」 

 秩父市をほろ酔いで歩きまわったが、寒風がこたえたので、また電車に乗った。武甲

山がずっとと見送っていた。急に眠氣が来て、しばらく意識がなかった。 

 飯能に着くと、マスクをした喪服の女性が話かけてきた。これから葬儀に行くのだが、
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横浜線への道がわからないといった。私は八王子駅のホームとエスカレーターの地図を

書いて渡し、もっと話したがる女性と別れた。本を読むべく、一人最前の車輌に乗り込

んだ。 

 

八高線を南下し、平野に出た。奥多摩の山並が、夕焼の中に黒々と浮かんだ。高麗の

里は、すでに遠ざかった。「私もまだ老け込むつもりはありませんが、最近の若手は、中

盤の打ち方が非情に激しくなりました。特にイセドル九段の棋風は、私とは正反対で、

きわめて実戦的な打ち方です。私は以前から好んで戦いを仕掛けることはありませんで

した。最近の流れが、それを許さなくなりました」と李昌鎬がぼやいた。 

八王子駅に着いた。私はエスカレーターに乗った。横をあの女性が駆け抜けて行った。

黒い大きな帽子に、黒の喪服。マスクは外していた。ふり返った顔は、高麗系のすてき

な美人で、何故か、目に涙を浮かべていた。 

「高麗のひと 瞳うるませ 去り行きぬ」 

第 1７回タイトル囲碁大会の結果 

参加者（60名） 優勝 

名人戦（19名） 高本 衛 ７段／北野   

王座戦（21名） 桑名明典 ３級／由木→2級に昇格  

天狗戦（20名） 山本良宣 3段／川口やまゆり→4段に昇格 

 

平成 22 年度定例総会の予告 

日時 平成 22年 3月 14日(日)9：00~12：00 

会場 東淺川保健福祉センター 4階 第 2、第３集会室 

出席予定者  碁楽連会長、碁楽連理事 各地区寿同好会会長 相談役・顧問・指導員 

      特別任務委嘱者 他 

議題 事業報告、決算報告 予算 他 

 

◎ 第 12回 碁楽連理事会報告 

日時 平成 22年 1月 30日（土）午前9：00～11：45 出席者 理事 5名 真辺、端山 

１．タイトル囲碁大会実施要綱決定、２．定期総会議案審議 
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第２０回 活きいき囲碁淺川大会のご案内 

日時   平成 22年 4月 4日（日）受付 午前 9時 00分～9時 30分 

会場   横山南市民センター（椚田町 137-3 Tel 666-0031） 

主催    淺川寿囲碁同好会（会長 望月 成一） 

後援   日本棋院 八王子市 八王子市教育委員会 

参加資格 市内に居住している 60歳以上で 10級以上の囲碁愛好者 

参加費  ７００円（弁当代を含む）非会員 ８００円 

競技方法 ３ないし４のクラス別に行い、入賞者には賞品を進呈します。 

申込先  会長・望月成一 初沢町 1227-4-A522 Tel・Fax  663-9758 

申込期限 ３月２１日 

申し込み方法 なるべく所属同好会の会長を通して申し込んでください。 

 

 

◎同好会だより 

囲碁の楽しみ 

川口やまゆり寿囲碁同好会 齋藤 三男 

 昨年の 11月 3日(文化の日)に開催された、八王子市文化祭の囲碁大会で、級位者のC

クラスに出場し、堂々三位に入賞させて頂きました。これも日頃の精進の賜と関係者の

方々に厚く御礼申し上げます。 

 さて、囲碁は十代で憶え、友達同士の遊びとして、布石や定石、隅の生き死にも、何

も知らずに出鱈目な碁を打って楽しんでおりました。高校生の時に、帰宅途中、碁会所

の中で打たれている碁をガラス戸越しに眺めておりましたら「お入りなさいよ。」と声を

掛けられ、狼狽して立ち去った記憶があります。 

 大学を出てからは、都立高校の教員を長く勤め、十年程前に定年を迎えて、現在は川

口やまゆり寿囲碁同好会に参加、時折、集まりに参加しては楽しく囲碁を打たせて頂い

ております。思い出しますと、最初の勤務校の校長が囲碁好きで、時折日曜日にご自宅

を開放して、囲碁好きの教員を集め囲碁大会を開いておりました。優勝者には返還の必

要のないミニカップが贈られ、僕も 2個持っております。五・六段の強い方もかなり居

られ、熱の入った囲碁大会でしたが、僕は終わった後の奥様手作りのお料理による宴会

の方が楽しみでした。さらに、夏休みには、箱根の大平台に在った日本棋院大平寮で囲

碁の一泊研修があり、それこそ徹夜で囲碁を打ちました。それでも、腕前はさして上達

しなかったように記憶しております。 
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 八王子市内の新設校に移りましてからは、碁会所五段の生徒がおり、囲碁高校選手権

の東京都予選に出場しておりましたので、引率して日本棋院に大会の度に出掛けており

ました。 

 定年後は、今流行のインタ－ネットを使って、専門分野の仕事をしておりますが、イ

ンターネット仲間に誘われて、goxi という SNS に参加し、囲碁に関係する日記を書い

ております。その中で、一番話題になったと思われる日記は、次にお示しする僕の書い

た囲碁の創作怪談咄です。 

 

『 碁 笥 』 

 ご亭主に先立たれた女性を、後家(ごけ)さんと世間では言いますですな。後家になっ

た女性のお宅にちょくちょく顔なんぞ出しておりますと、ご近所から、後家に手を出す

なんてとんでもねぇ太てぇ野郎だと、陰口が聞こえて参ります。 

 女性の方はってぇーと、亭主が死んで、独り身になったもんですから、もう気楽で気

楽で、毎日、遊んで暮らしております。東京駅八重洲口の日本棋院八重洲囲碁センター

で、碁を憶えて、面白くて面白くて、毎日、お相手を探しておりますが、なかなか見付

かりません。碁を打たれる女性はまだまだ少のう御座いますので、どうしても男性がお

相手するということになります。 そうかと言って、碁の相手だけと言われて誘われた

男性の方も、世間の目がうるさくて、そうは簡単に後家のお宅を訪問するわけには参り

ません。碁の相手を断りきれなくなった男性が、仕方なく、夜中に手ぬぐいで頬被りを

して、そーっと、裏木戸から入って参ります。 

 奥の座敷で、さっそくお手合わせです。男性が碁笥(ごけ)に手を入れて、石を取ろう

とすると、入れた手を何かにギュッと掴まれて、どうもがいても手が抜けません。碁笥

の中から、「俺の女房に手を出そうなんて、この野郎～。」と声が聞こえてきます。恐ろ

しくなって、思わず「キャーッ」と叫んだ男性が、そのまま裏木戸から転がるように逃

げ出し、外へ出た瞬間、ポロリと碁笥が手から抜け落ちたそうです。 

  

咄のオチは「碁笥(後家)が手を掴んで離さない。」と言う、なんとも恐ろしい話なので

すが、皆さんの日頃の夢の中に出てくるような話でもありましょう。ぜひ美人の後家さ

んに巡り会えますよう、日々囲碁にご精進ください。 

 

 囲碁五得には、「一、友を得る。」「二、人の輪を得る。」「三、教訓を得る。」「四、悟り

を得る。」があり、その結果として「五、天寿を得る。」とあります。囲碁で、老人ボケ

を防ぎながら、精一杯長生きをしたいものと考えております。 
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平成２１年度昇格者（研修部関連は次の機会に報告する予定） 

 

編集後記  今回の 3 月号を最後に編集を交代します。自然に対する思い、囲碁讃歌、

軽妙洒脱な人生観、年功のなせる技で、「だより」をもりあげていただきました。杉渕 

昇格をきめた大会等 
 地区同好会 氏名 昇段後段位 

活きいき大会 地区団体対抗 碁楽連大会 タイトル大会 

1 栗原莞次 6段 恩方    

2 荒嶋正安 6段   〇  

3 尾池秀夫 4段 台町    

4 草木昭臣 2段、3段 恩方、台町    

5 

浅川 

中村千秋 2段   〇  

6 笠原純吉 6段 台町    

7 横島清次 3段 恩方    

8 

恩方 

小峰貞雄 2段 川口    

9 吉田征也 7段   〇  

10 入山慧三 5段 元八    

11 

元八 

笠原 正 4段 元八    

12 濱道 進 2段 中野    

13 

中野 

宮崎誠一 5段  〇   

14 佐藤久雄 3段 大和田    

15 橋本 誠 3段   〇  

16 

大和田 

山崎 満 2段 大和田    

17 松田礼治 5段 川口    

18 

石川 

市村光彦 2段 石川    

19 大塚 宏 5段   〇  

20 渋谷昭男 4段 石川    

21 

台町 

古賀憲秀 3段 淺川    

22 奥山武平 4段 由木    

23 伊藤 功 初段 由木    

24 川野吉弘 2級   〇  

25 

由木 

桑田明典 2級    〇 

26 柳井光夫 5段 北野    

27 久保方宏 4段 北野    

28 河津秀夫 4段 長房    

29 館内 茂 3段、4段 中野  〇  

30 

北野 

今川正治 2級 北野    

31 安西 実 ５段 淺川    

32 川合義章 3段   〇  

33 

長房 

大房賢次 1級 元八    

34 矢島一雄 3段 長房    

35 田中秀司 3段 川口    

36 

川口やまゆり 

山本良宣 4段    〇 


